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かも分からない。大福帳綴じ。泣きました。これは 5 束あるのですが、80 ページが 5 束




と 2ページだと、例えば 80枚あるとすると、紙の半分は 79・80になるわけです。しかも
開けると、上下が逆になります。初めは大変やなと思って、でも何だかんだ言いながら順
序を整えればいいだけやねと。ところが、全部のコピーを取って合わせてみたら、厚く重








































































































































にかわ ど う さ
にするのもありますが、間似合紙も滲みません。つやがある。それから、泥ですからちょ
っと火に強い。一番のポイントは、虫が食わない。間似合紙は、虫が嫌がって食わないの
です。そうなってくると、本来「間似合紙」というのは大きな紙を意味したのに、虫が食
わなくて、透けなくてつるつるしてるものが間似合紙になります。泥入りが当たり前でし
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た。間似合紙というと、今は泥入りの紙のことを言うのがわりと一般的です。
染めも藍染め、草木染、全部あります。もちろんそのほかにも、画仙紙というものがあ
ったりもします。それからいわゆる漉きの目。紙漉きをすると、そこに漉きの目が残るわ
けですけれど、そういったものも、杉板であったり刷毛目であったり、色々なものが出て
は け
きます。多分、これも一番広がったのは戦国時代の密書の世界だろうと思います。戦国時
代の密書の時代に、単に花押だけじゃなくて、その紙を使っていないと本物じゃない、こ
こから来たものだということを表したかったのではないかと、これも徹底的に調べている
わけではないので、違うかもしれませんが、私はそう思って今見てます。
厚さも全然分かりません。和紙の厚さほど分からないものは無いのです。3 匁、5 匁、7
匁、10 匁なんていう言い方をして、重さでやることは間違いないのですが、あれは何枚
か、100 枚とかを重ねた重さなのですね。漉き機が小さいと、紙も小さいじゃないですか。
100 枚重ねても、小さければ軽いじゃないですか。だから薄いのかなと思ったら、えらく
厚いのが来たりします。だから、それだけ地方によって違う。
ただし、地方によっては、その土地の作り方を本当にそのまま引き継いでるのかという
と、それは少し違うと思います。色々な所で勉強してきた人が、自分の所で材料の木を育
てたりしてやってるケースがあるので、どうでしょうか。今、本当に昔のままの製法を使
ってることがなんとなく分かるところもあります。昔といっても江戸初期くらいの製法を
用いているとしたら、使用が激しかったからというのもあるのでしょうけど、京都の黒谷
和紙。それから、土佐は今少し分からなくなりましたが。美濃和紙。それから、越前和紙
がどうなんでしょうか。埼玉の小川和紙だとか。名塩は、もう本当に一軒だけなのですけ
ど、間似合紙を作っている人間国宝さんがいますが、そういった所くらいでしょうか。で
も、先ほど言いましたように、雁皮は公家が使っていたものだし、楮でも楮に一部雁皮を
加えて混ぜてつやを出し、さらにそれを鹿の皮なんかに包んで叩いてつやを出すというよ
うなものもあります。そういうものは大体、武家が多いです。武家の中でも、上級武家。
糸も、絹・麻・木綿・紙縒・水引が本を綴じるのに使われるわけです。江戸時代の一般庶
こ よ り
民の、例えばいかに三井家と言えども、ほとんど絹は使っていません。ほぼ麻です。階層
があったんです。紙もそうですけど、紐にも全部階層がありました。場違いなものを使う
と、奢侈禁止令で捕まります。そんなもの使えないのです。
たまに水引とかもらった物を使って綴じたりして使ったものもあります。麻といっても、
あらゆる種類の麻があります。ありがたいことに麻紐の専門店も京都にはありまして、言
えば何でも作ってくれます。昔のもの、そのものを作ってくれます。
糊も、米の糊、大豆の糊、海藻糊、こんにゃく糊。こんにゃく糊は、つや出しにわりと
使われます。こういうのも全て階層、位ががあったわけです。こんなものがいまだに残っ
ているのは、京都ならではですね。これは原料ですけども、技術的なものもたくさんあり
ます。
表具技術。針の技術。紙と紙。紙と布。紙と木なんて、何気なく貼っているようですけ
れど、とても技術があります。和綴じも、三ツ目綴じ、四ツ目綴じ、五ツ目綴じくらいが
大体一般的です。少し出てくるのが康熙綴じ。隅を少し強くしたような、まだよく見たこ
こ う き
とは無いのですが、亀甲綴じとか麻の葉綴じ。できるんですよ。作れるのですが、本物は
ほとんど見たことないです。こんな飾り綴じを使っている所というのは、間違いなく公家
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の出なので。冷泉家さんというお宅が京都にあって、冷泉家時雨亭文庫に、何回か「すみ
ません、文庫の中を覗かせてください」とお願いしたのですが、「それだけは堪忍してく
れ。昔は天皇陛下の許可がないと開けられなかったんだ」と冷泉さんに言われまして、
「ああ、そうですか」。といっても、3 回くらい挑戦したのですが、3 回ともはねられまし
た。見せてくれません。冷泉家時雨亭文庫の蔵の中を、見たかったのですが。
それから一般ですと、大福帳綴じ。大福帳綴じには穴を開けて通すケースと、切ってと
じるケースと二つあります。切るというのは、分かりますか？ 穴を開けるのではなくて、
切るのです。切るのも穴開けるのも同じなのですけど、上から見たらピシャっと切れてま
すから。
その他に、かるたとか扇子とか、そんなものも作りました。
最初に戻って裏打ちがあります。皆さん、裏打ち作業を見たことございますか。裏を貼
って、針もコヤギリやとかホンガミギリとかいわれるようになって、段々広がってくるわ
けです。
動画で見ていただこうと思ったのですけど、刷毛でダンダンダンダンと紙を叩きます。
そういう技術が、やってみて分かります。もちろん、先ほど言いましたように、丸包丁で
紙を切るということは、もうない。難しいし滅多にやらないし、ガサッと裁断機で切りま
すけど、いまだに針はこうやっている。昔の技術というのは、それなりに意味があったの
ですね。だから、やってみて分かるのです。
紙って実は、本当は板の所があって、そこに水を張って、その上に紙を置いて水で貼っ
ていきます。ところが、もたもたしていると、ピョンと水をつけると濡れます。濡れた所
だけがブワっと広がるのです。伸びます。そうすると、それで皺になるのです。だから、
シャッシャッシャッシャッっと、広げていかなきゃいけない。でも、そうやることで本当
にきれいにつくのです。1 枚の紙のようになる。1 枚の紙にすることもあります。紙の繊
維を溶いて、紙の繊維と繊維を重ねて貼ります。そうすると 1 枚になるのです。そういう
こともやります。
昔の技術が、もう本当に、代わるものがないなと思うくらいのものがたくさんあって、
そういった技術の上に、さらに色々な要素を乗せて、さらに高級にして、上に上がってい
くわけです。階層が上がっていくわけです。一番上の技術から一番基礎技術まで全部、京
都にはあります。
綴じの技術も、実はこういうふうにピタッと揃えるのがものすごく難しいんです。端を
ピタッと。納めたものはちゃんと揃っています。
やはり過去の技術はそれなりに意味があって、単純に機械化では置き換えられないもの
がたくさんあるということになります。
おわりに
言葉やインターネット・電子情報だけでは、伝わりにくい先人の想いや気持ちを、見映
えだけでなく、手触りでも色々な方に体験していただきたいというのが大きな狙いで、時
代を超えたより深いコミュニケーションを実現して、伝統文化の推進にお役立ちできれば
と考えております。
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色々な形で協力していただいて、皆さんがお話されてるように、小学生・中学生・高校
生、皆さんに実際に我々の作ったものに触れていただきたい。本当の古典を振り返ってい
ただきたい。英語も重要です。英語もやらなきゃいけないけれど、150 年前の日本語もき
ちんと理解できるような人が育っていけば、とてもありがたいと思います。
先ほど、文字を一つ一つを抜かなきゃいけないと言いました。その時に汚れの点なのか、
「候」の点なのか、それを間違えるとえらいことになるわけです。それを頭に焼きながら、
読んで直していかないとやはり難しいと思って、今一所懸命勉強していますが、なかなか。
時代によっても、人の癖によっても、何もかも皆違うので。くずし字を読むソフトが今、
少しずつ進んできてますけど、どこまで完成するものか楽しみにしています。
ぜひご用命いただいて、少しでも皆さんのお役に立てればと思いますので、どうぞ、宜
しくお願いいたします。
